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パネルは、表面 5 mm厚のステンレス板と裏面 6 mm
厚の鉄板を 7 mmの隙間をおいて張り合わせ、その隙



































































































(施工業者: 建築工事 和仁建設 (主契約者) 電気工事 宝興建設電気事業部、トーエネッ
















製造会社: ヤンマーエネルギーシステム (株)製 AP-65C-6R 60.9kW












































・カメラ名: PROSILICA 社 GE1650
・画素数: 800 × 600 (2×2 ビニング時)
・波長ピクセル分解能: 0.020 A˚/pix
・空間ピクセル分解能: 0.24 arcsec/pix
・FOV: 16.0 A˚× 145 arcsec
・A/D 変換階調: 12 bit
・Ca II K,H 線での典型的な露出時間: 50 – 80 ms
・フレーム容量: 約 1 MB/frame
・フレームレート: 最高 30 Hz まで、HDDへの連続書込み可能
従って、このカメラを利用することにより、例えばスキャン幅 120 arcsec、0.6 arcsecス










































2009年 8月と 11月には、従来と同様に、可変形鏡には 52 chの電磁型のもの、波面セ











かな構造を見ることができる。視野は 71×54 arcsec、観測波長は 650 nmである。
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が可能なポラリメーターが設置されている (Kiyohara et al. 2004)。私達は既設のポラリ
メーターを広い波長域でより高精度な測定が可能な装置に改良した。まず、近赤外に感度
を持つ赤外カメラと大容量の画像を高速に取得できるCCDカメラ、広帯域波長板を導入












        









































Kiyohara et al. 2004, Proceedings of SPIE, 5492, 1778K
























Hagino, M. et al. 2014, SPIE, 9151, 91515V-1









社製）は広い波長帯（500 – 1100 nm）で偏光変調効率の高い遅延量を持つ。同様に偏光
解析装置であるシグマ光機製の偏光ビームスプリッターは 500 – 1100 nmの波長帯で高い
消光比 1:300を持つ。さらに、水平分光器はカメラと同数の波長帯で同時分光観測を可能
とする。
これらによって、可視光から近赤外にかけての広い波長帯（500 – 1100 nm）における
複数の波長帯を同時に高精度に偏光観測することが可能となった。私達は、装置全体の偏
光特性を評価し較正手法を確立することで、ストークスパラメーターQ, U, V間のクロス
トークを 0.06% ∼ 1.2%に抑え、20 ∼ 60秒の積算時間で偏光測定精度 0.03 %を達成でき
る装置を完成させた。
Reference:



























































(7)口径 50mm (世界最大) Lyotフィルタの製作
(8)25cm多機能望遠鏡: 直交する 2偏光の同時撮影で磁場の測定精度向上
(9)大口径タンデム型ファブリ・ぺロフィルタの製作
(10)最大画素数 4096×4096で、現在最速の USB2データ転送を用いた CCDカメラを
採用



















図 4: 2003年 10月 30日の太陽全面像。(左): Hα線像。(右): ベクトル磁場図。
(黒河 宏企 記 2003年度年次報告より) Referecnce: UeNo, S. et al. 2014, SPIE, 5492, 958.
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スフィルター、および 2台の高速CCDカメラ (1600× 1200画素)から構成される。
視野は 350× 260arcsec2 をカバーし、25 frames/秒で 2つの波長の画像を同時に取得す
る。Hαのフィルターは透過幅 3 A˚のものを採用したため、純粋な彩層画像は得られない
が、同時に取得した連続光画像を差引くことにより Hα線の積分強度に対応する画像を得
る。露出時間は 0.2 msec程度で、これは大気の揺らぎ (シーイング)の時定数よりも十分
に短い。スペックル像再生処理を施すことにより、回折限界の解像度 (∼ 0.6 arcsec)を達
成する。画像データは望遠鏡タワー下の観測室に設置する観測制御計算機にて連続的に保











ファーストライト以降に発生した 9回の Xクラスフレア (日本時間の昼のものは 5回)
のうち、4例が観測されている。2011年 9月 6日世界時 22時と、9月 7日世界時 22時に
発生したXクラスフレアにおいて、連続光におけるフレア時の増光が確認された。2012
年 3月 7日の観測データは確認途中であるが、天候不良もあり、連続光での増光は判断が
ついていない。2011年 9月 6日のフレア (図 3)について、RHESSIなど硬X線での撮像分
光観測や SDO/HMIの磁場データとの比較解析を行い、日本天文学会にて発表を行った。
図 3: 2011年 9月 6日のXクラスフレア (左)黒点中央に白色光フレア




























3.2.11 SMART-T4マグネトグラフ:Tandem Etalon Magnetgraph (TEM)
























































ている Image destretchのアルゴリズムを、マルチコア CPUを用いて並列処理するライ
ブラリを開発した。
ストークスインバージョン:取得されたストークスプロファイルからベクトル磁場への変換
は、「ひので」可視光望遠鏡のNarrowband Filter Imager(NFI)用のLoop Up Table(LUT)
方式のコードをベースに開発し、小さな計算機資源でも効率的に磁場データを得られるよ
うにした。
T4 マグネトグラフの性能を検証するために、2012年 7月 10日に観測された活動領域
NOAA11520の様子を、SDO/HMIの観測の様子と詳細に比較を実施したところ、ほぼ設







































































幅 0.25A˚、波長チューニング幅 9A˚、チューニング時間 0.1秒と、従来のものと比較してよ













(大辻 賢一 記 2015年度年次報告より)
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フィルターを用いた波長制御と 4K CCDカメラによる波長点数 7点 (Hα中心および ±0.5,
0.8, 1.2 A˚)、視野 2300 arcsec2(ピクセルサイズ 0.56 arcsec/pix)、時間分解能 1-2分であっ
たのに対し、新装置 (Solar Dynamics Doppler Imager : SDDI)は、液晶による波長制御
を行う複屈折フィルターと 100 frames/secの高速撮像可能な 2K CMOSカメラにより、波




2016年 5月 21日に活動領域NOAA 12546の周辺で観測された噴出現象
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Ichimoto, K. et al. (2017) Solar Physics, 292, id63.
(石井 貴子 記 2016年度年次報告より)
参考:
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/research results/2017/170410 1.html
産経新聞 (2017年 4月 15日夕刊 8面)、中日新聞 (2017年 4月 15日 29面)、日本経済新
聞 (2017年 4月 14日 30面)および毎日新聞 (2017年 4月 19日 27面,本記念誌 p.61)に掲
載されました。















































2009年 11月 10 ∼ 11日には、実際に飛騨天文台の FMTが解体されて京都の西村製作


























(上野 悟 記 2009年度年次報告より)
関連論文:
Cabezas, D.P. et al. 2017, ApJ, 836, 33.
Seki, D., et al. 2018, Sun and Geosphere, in press. (arXiv:1808.06295)
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3.2.15 サウジアラビアへのフレア監視望遠鏡の設置 
ISWI News Letter, 2015 Nov. 
Solar Observation Started with the Flare Monitoring Telescope 
at King Saud University under the CHAIN Project 
Reporter: Satoru UeNo (Hida Obs., Kyoto Univ.) 
  The main purposes of our CHAIN project are reinforcement of multi-wavelength H-alpha 
observations of the full-disk Sun by formation of an international network of ground-based solar 
station, and international spread, academic exchange and promotion of the space-weather research 
including developing countries. Under this purposes, we had supported the installation of a new 
Flare Monitoring Telescope (FMT) at King Saud University (KSU) in Saudi Arabia.  
  In 2011, KSU started the project to install 
the FMT by their own budget and research 
space weather through solar observations. 
KSU has very wide campus in the capital city 
Riyadh. The department of physics and 
astronomy has two 6.6 m astronomical domes 
(photo 1). In the one dome, a telescope for the 
solar observation in white-light has been 
already working. In another dome, a 
telescope for night astronomy was working in 
former times. However, nighttime 
observation in Riyadh city has become 
difficult due to the light pollution. Therefore, 
they decided to replace this nighttime telescope with the FMT and focus on the researches of solar 
activities and space weather. 
  Therefore, Kyoto University and Japanese telescope-company cooperatively performed initial 
installation of a new FMT at KSU in December 2014 under the fund of KSU (photo 2, 3). 
  Moreover, in October 2015, we did further optical adjustment (photo 4, 5, 6) and training of 
telescope-operation and data-analysis for Saudi Arabian researchers (photo 7, 8). After that, the 
daily solar observation with the FMT in KSU safely started on Oct-31 (photo 9, 10, 11). 
  By starting daily observation at KSU, the CHAIN project came to be able to monitor the Sun for 24 
hours continuously without blank time all year round, with including solar observations at Japanese 
and Peruvian CHAIN stations. 
  Photo 1:  The building and astrodomes of the 
  department of physics and astrophysics of KSU 
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Photo 3:  Assembling the FMT (Dec 2014) Photo 2:  Carrying the fork-mount of  
the FMT in the astrodome (Dec 2014) 
Photo 4:  Assembling focus-adjustment 
systems (Oct 2015) 
Photo 5: Adjustment of the allignment  
of objective lenses (Oct 2015) 
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Photo 6:  Adjustment of observational  
wavelengths of optical filters (Oct 2015) 
Photo 7: The Linux computer in which 
data-analysis software was installed 
Photo 8:  Training of data-analysis of the FMT-  
data for Saudi Arabian researchers (Oct 2015) 
Photo 9:  The completed FMT that started 
daily solar observation (Oct 2015) 
  Photo 10:  Monitors of each solar image in the 
  control & data-analysis room (Oct 2015) 
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   Photo 11:  Five kinds of solar images at different wavelengths around H-alpha absorption line 

















2001年には、カセグレン焦点に取り付けてられていた 1K × 1Kピクセルの液体窒素冷
却CCDカメラが、主焦点に取り付けられるようになった。これにより焦点距離が大幅に
短くなり (焦点距離 12m; F20から焦点距離 3.3m; F5.5)、約 25分角の明るい広視野を確保
できて、観測のフレキシビリティが大幅に向上した。また、恒星や銀河の観測において一



































左: NOAA 4201でのフレアの発生位置を黒点像に重ねて表示。＋: C-class、△: M-class,
◇: X-class flare。右上: 浮上磁場のモデル。右下: 捻れた磁束管の浮上領域 (右上図B及
びC)で発生したフレア。
(石井貴子 記 1999年度年次報告より 学位論文要旨)




















さまざまな波長で見たライトブリッジからのサージ; Hα線 (上)、極紫外線 (171 A˚; 中)、
軟X線 (右下)。
(浅井 歩 記 2000年度年次報告より)
Reference:
Asai, A., Ishii, T.T., Kurokawa, H. 2001, ApJ, 555, L65. (被引用件数 11位)
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3.3.3 国際協同観測によって明らかになった、太陽の捩れた磁束管構造
2000年の 5月から 6月にかけて、米国ロッキード太陽天体物理研究所の SOUP観測チー
ムが La Palmaで観測する時期に合わせて、飛騨天文台でも協同観測を実施しました。こ







図 1: 活動領域NOAA9026の発達衰退過程。(上) H-alpha center (下) H-alpha -5.0 A˚
図 2:捻じれた浮上磁束管のモデル。



























によって生じた高温のプラズマで満たされます。高温プラズマ (∼ 107 K)は軟X線でルー
















(神尾 精 記 2001年度年次報告より)
Reference: Kamio, S., Kurokawa, H., Ishii, T.T. 2003, Solar Phys., 215, 127.
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dISXR(t)/dt ∝ Vrib(t), where ISXR(t) is the soft X-ray intensity and Vrib(t) is the sep-
aration velocity of the two ribbons. This relation is similar to the well-known empirical
law, the Neupert effect.











モートン波は、典型的には速度約 1000 km/sで、フレア発生場所から 50万 kmも離れ
たところまで伝播する。モートン波の正体については、Hα線で観測されることから「彩







図 1: モートン波:飛騨天文台/FMT(右の 4枚の視野は、左の全面像の四角)








そのうちの 1例は、飛騨天文台 FMTにより観測された 1997年 11月 4日のフレアに伴
うモートン波である (図 1)。[1]では、このイベントに対する解析で、モートン波、EIT波
では、平均伝播速度はそれぞれ、約 720 km/s、約 200 km/sと大きく異なり、波面の位置
も異なることを明らかにした (図 2)。したがって、少なくともこのイベントに関しては、
EIT波はコロナのモートン波ではない、という結論に至った。
続いて、ようこう衛星搭載の軟 X線望遠鏡 (SXT)でも、1997年 11月 3日のフレアに





図 3: X線波 1997/11/03
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2000年 3月 3日に太陽の縁付近で発生したフレアに伴い、ようこう/SXTによる X線






Moreton wave X-ray wave Shock
flare site
r = 150,000 km
r = 200,000 km
02:13:01
02:13:43








擾乱は「見えないモートン波 (invisible Moreton wave)」とも呼ばれている。
FMTでは、このwinking filamentの観測でも成功を収めている [1]。さらに、観測され





















































































図 5: 2005年 8月 3日に SMART望遠鏡が観測した 3連発のモートン波。赤印: 第 1波、緑






























よそ 760 km/sで伝播するモートン波が確認された (図 7右)。また、SDO衛星AIAによ
る極端紫外線 (EUV)撮像観測データの解析により、このモートン波に付随する波動状現









(a) AIA 193 08:06:19-08:00:19 (b) SMART Hαcenter 08:06:03-08:04:03
図 7: 2011年 8月 9日のフレアに付随した衝撃波現象の EUV画像 (左)とHα 線画像。ど
ちらも差分画像。図中の+マークはHα線モートン波の波面を示す。
Reference:
[1] Eto, S. et al. 2002, PASJ, 54, 481. (被引用件数 3位)
[2] Narukage, N. et al. 2002, ApJL, 572, L109. (被引用件数 5位)
[3] Narukage, N. et al. 2004, PASJ, 56, L5.
[4] Okamoto, T.J, et al. 2004, ApJ, 608, 1124. (被引用件数 6位)
[5] Narukage, N. et al. 2008, ApJL, 684, L45. (p.45新聞記事)




グレインは、太陽静穏領域で彩層のCa II線で観測される 1000 km程度の大きさの輝点
で、彩層やコロナの加熱にも関係していると考えられるため、その発生機構を明らかにす
ることは大きな意義があります。本研究では、ドームレス太陽望遠鏡 (DST)の水平分光
器 (HS)を用いて静穏領域の多波長同時分光観測を行い、Ca II H2vで見られる彩層グレイ
ン (輝点)の発生と彩層および光球の 3分周期の速度振動の振幅の間に相関があることを










Kamio, S., Kurokawa, H., 2006, A&A, 450, 351
(本文は、神尾精 2005年度年次報告より、図は論文から転載)
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3.3.8 Cooperative Observation of Ellerman Bombs between the Solar Optical
Telescope aboard Hinode and Hida/Domeless Solar Telescope


















Pariat et al. 2004, ApJ, 614, 1099
Matsumoto, T. et al., 2008, PASJ, 60, 577
(松本琢磨 記 2008年度年次報告より)
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3.3.9 Spectropolarimetric Observation of an Emerging Flux Region: Trig-
gering Mechanisms of Ellerman Bombs
A high spatial resolution observation of an emerging flux region (EFR) was made using
a vector magnetograph and a Hα Lyot filtergraph with the Domeless Solar Telescope
at Hida Observatory on 2006 October 22. In Hα wing images, we could see many
Ellerman bombs (EBs) in the EFR. Observations in two modes, slit scan and slit fixed,
were performed with the vector magnetograph, along with the Hα filtergraph. Using the
Hα wing images, we detected 12 EBs during the slit scan observation period and 9 EBs
during the slit fixed observation period. With the slit scan observation, we found that all
the EBs were distributed in the area where the spatial gradient of vertical field intensity
was large, which indicates the possibility of rapid topological change in the magnetic field
in the area of EBs. With the slit fixed observation, we found that EBs were distributed in
the areas of undulatory magnetic fields, in both the vertical and horizontal components.
This paper is the first to report the undulatory pattern in the horizontal components of
the magnetic field, which is also evidence for emerging magnetic flux triggered by the
Parker instability. These results allow us to confirm the association between EBs and
emerging flux tubes. Three triggering mechanisms for EBs are discussed with respect to
emerging flux tubes: 9 out of 21 EBs occurred at the footpoints of emerging flux tubes, 8
occurred at the top of emerging flux tubes, and 4 occurred in the unipolar region. Each
case can be explained by magnetic reconnection in the low chromosphere.
Reference:
Watanabe, H., Kitai, R., Okamoto, K., Nishida, K., Kiyohara, J., Ueno, S., Hagion,










のHα線中心波長、Hα− 0.8 A˚(青色側ウィング)、Hα+ 0.8 A˚(赤色側ウィング)の三つの
波長帯でのデータを用いると、運動するフィラメントの三次元速度を求めることができる










The thermal energy vs. mechanical energy
10-4 10-3 10-2



















Morimoto, T. & Kurokawa, H. (2003) PASJ 55, 503.
Morimoto, T. & Kurokawa, H. (2003) PASJ 55, 1141.
Morimoto, T., Kurokawa, H., Shibata, K., Ishii, T.T. (2010) PASJ, 62, 921.











持っていること、(2) ジェット状の内部構造は、そのサイズが巾 170 km、長さ 450 km程
度で、平均寿命 390 秒であること、(3) ジェット状構造は、磁気中性線に当初現れてその








Hashimoto, Y., Kitai, R., Ichimoto, K., Ueno, S., Nagata, S., Ishii, T. T.., Hagino,
M. , Komori, H., Nishida, K., Matsumoto, T., Otsuji, K., Nakamura, T., Kawate, T.,
Watanabe, H., and Shibata, K. , 2010, PASJ, 62, 879.
(北井 礼三郎 記 2010年度年次報告より)
125
3.3.12 Observations of Chromospheric Anemone Jets with Hinode Ca II
Broadband Filtergraph and Hida Ca II Spectroheliograph
We present the first simultaneous observations of chromospheric ”anemone” jets in solar
active regions with Hinode SOT Ca II H broadband filetergram and Ca II K spetroheli-
ogram on the Domeless Solar Telescope (DST) at Hida Observatory. During the coordi-
nated observation, 9 chromospheric anemone jets were simultaneously observed with the
two instruments. These observations revealed three important features, i.e.: (1) the jets
are generated in the lower chromosphere, (2) the length and lifetime of the jets are 0.4–5
Mm and 40–320 sec, (3) the apparent velocity of the jets with Hinode SOT are 3–24 km/s,
while Ca II K3 component at the jets show blueshifts (in 5 events) in the range of 2 – 6
km/s. The chromospheric anemone jets are associated with mixed polarity regions which
are either small emerging flux regions or moving magnetic features. It is found that the
Ca II K line often show red or blue asymmetry in K2/K1 component: the footpoint of
the jets associated with emerging flux regions often show redshift (2–16 km/s), while the
one with moving magnetic features show blueshift (around 5 km/s). Detailed analysis
of magnetic evolution of the jet foaming regions revealed that the reconnection rate (or
canceling rate) of the total magnetic flux at the footpoint of the jets are of order of 1016
Mx/s, and the resulting magnetic energy release rate (1.1–10) ×1024 erg/s, with the to-
tal energy release (1–13) ×1026 erg for the duration of the magnetic cancellations, 130s.
These are comparable to the estimated total energy, 1026 erg, in a single chromospheric
anemone jet. An observation-based physical model of the jet is presented. The relation
between chromospheric anemone jets and Ellerman bombs is discussed.
Reference:
Morita, S., Shiabta, K., Ueno, S., Ichimoto, K., Kitai, R., Otsuji, K., 2010, PASJ, 62,
901
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blue (-0.8) red (+0.8)
(a)    Hα -1.5 A (b)    Hα +1.5 A
2001-Apr-10 05:23:50 2001-Apr-10 05:24:08
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Asai, A., Ichimoto, K., Kitai, R., Kurokawa, H., Shibata, K., ”A Study on Red Asym-
















フリードパラメータの計測方法はいくつかあるが、今回は Differential Image Motion



































また実験は 2008年 5月から 12月の様々な観測状況 (視野内のリムの方向、風速、風向)に
対して行った。














Ha -0.4A, Ha +0.4A, Dopplergram
Reference:
一本 潔、川手 朋子 (2014-01-25) 京都大学大学院理学研究科附属天文台技報, 2(1): 1-22
https://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/bitstream/2433/180390/1/TRKHO 2 1.pdf
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3.3.16 A Chain of Winking (Oscillating) Filaments Triggered by an Invisible
Extreme-ultraviolet Wave
Winking (oscillating) filaments have been observed for many years. However, obser-
vations of successive winking filaments in one event have not yet been reported. In this
paper, we present the observations of a chain of winking filaments and a subsequent jet
that are observed right after the X2.1 flare in AR11283. The event also produced an
extreme-ultraviolet (EUV) wave that has two components: an upward dome-like wave
(850 km s-1) and a lateral surface wave (554 km s-1) that was very weak (or invisible) in
imaging observations. By analyzing the temporal and spatial relationships between the
oscillating filaments and the EUV waves, we propose that all the winking filaments and the
jet were triggered by the weak (or invisible) lateral surface EUV wave. The oscillation of
the filaments last for two or three cycles, and their periods, Doppler velocity amplitudes,
and damping times are 11-22 minutes, 6-14 km s-1, and 25-60 minutes, respectively. We
further estimate the radial component magnetic field and the maximum kinetic energy of
the filaments, and they are 5-10 G and 1019 J, respectively. The estimated maximum
kinetic energy is comparable to the minimum energy of ordinary EUV waves, suggesting
that EUV waves can efficiently launch filament oscillations on their path. Based on our
analysis results, we conclude that the EUV wave is a good agent for triggering and con-
necting successive but separated solar activities in the solar atmosphere, and it is also
important for producing solar sympathetic eruptions.












外の広い波長域（400 nm - 1100 nm）で、高精度（SNで 103− 104）な偏光観測ができる
偏光分光観測システムを開発した。
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(阿南 徹 記 2014年度年次報告より) Reference: Anan, T. et al. 2014, ApJ, 786, 94.
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3.3.18 太陽フレアにおける白色光フレアカーネルの時間発展および空間分布
2011年 9月 6日世界時 22時に活動領域 NOAA 11283にて発生した巨大フレア (X2.1)
は、連続光でも増光のみられる白色光フレアであった。このフレアについて、飛騨天文
台 SMART望遠鏡のHα連続光高速撮像望遠鏡 (Flare Imaging System in Continuum and
Hα: FISCH)により極めて高い時間分解能 (25frames/sec)で得られた画像に対しスペック













グラフ: (左) 明るさ変化の様子。二成分ある例 (a)と一成分の例 (b)。(中上)ピクセルごと
の減衰時間のヒストグラム。画像: 各ピクセルの空間分布。黒点線は磁気中性線を示す。
(a) 一成分 (赤)と二成分 (青)。(b) 一成分の減衰時間の分布。時間の長いものが多い。(c)
二成分のうち短い方の時間の分布。
Reference:
Ichimoto & Kawate (2014) 京都大学大学院理学研究科附属天文台 技報 Vol. 2, 1.
Kawate et al. (2016) ApJ, 833, 50.




























Reference: Seki, D., Otsuji, K., Isobe, H., et al., 2017, ApJ, 843, L24
(関大吉 記 2017年度年次報告より)
参考: http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/research results/2017/170707 2.html













ドームレス太陽望遠鏡の水平分光器を用いて、プロミネンスのH I 397 nm、H I 434 nm、








速度差のヒストグラム (確率密度関数)。Ca II 397 nmとH I 397 nm (赤実線)、Ca II 397
nmとH I 434 nm (赤破線)、Ca II 854 nmとH I 397 nm (青実線)、Ca II 854 nmとH I
434 nm (青破線）、Ca II 397 nmと Ca II 854 nm (黒実線)、H I 397 nmとH I 434 nm
(黒破線)。
Reference: Anan, T., Ichimoto, K., Hillier, A. 2017, A&A, 601, A103
(阿南徹 記 2017年度年次報告より)
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3.3.21 “Dandelion” Filament Eruption and Coronal Waves Associated with
a Solar Flare on 2011 February 16
In the recent years the study of solar filament eruptions are extensively being carried
out because they play a crucial role in triggering coronal mass ejections (CME). This
latter considered as the primary driver of geomagnetic storms. Therefore, the importance
reside in determining the real mass motion of the filament eruption, that is, in direction
of the line-of-sight (LOS), which do provide valuable information to investigate Earth
affecting CMEs.
Here we summarize the study of a filament eruption that accompanied a M-class flare
on 2011 February 16. This event was captured in multiwavelength imaging Hα line by
the Flare Monitoring Telescope (FMT), in operation at Ica National University, Peru.
Combining observations in Hα line center and its wing (Hα ±0.8 A˚), the tangential (a) and
the LOS (b) velocities were determined by applying local correlation tracking method and
a modified Becker’s cloud model, respectively. The composition of the tangential and the
LOS velocity enabled us to derive the 3-dimensional velocity field of the erupting filament.
In addition, by the mean of the derived velocity vectors, we estimate the inclination (c) of
the erupting material with respect to the solar surface. Associated with this event, coronal
waves in EUV and activation of quiescent filaments in Hα wing were also observed.
The main findings can be summarized as follows: (1) we could trace the temporal
evolution of the velocity field and inclination of the filament eruption and compare them
with EUV observations, (2) although the FMT may have missed detecting very fast
component of the erupting material due to the limited off-band Hα images, the main part
of the filament eruption was identified to travel with a LOS velocity of about 30 km s−1,
and (3) the inclination maps we performed leads us to conclude that the filament was
ejected nearly horizontal to the solar surface. Regarding the filaments activation, the
correlation in time suggests that they were activated by the coronal wave passage.
Inc. [Deg] 16-Feb-2011 14:35:39.00 UT
















LOS velocity 16-Feb-2011 14:35:39.000 UT


















FMT 16-Feb-2011 14:35:39.000 UT





































た。ただし 7月 20日はスリットの向きは東西に固定、7月 21日は南北に固定した。また
スリットの長さ方向三分割して三本のスペクトルを求めたから結果的に観測点は更に 3倍









|x| > 0.3R の観測点のみ用いた;図 1(a)）。
結果として得られた ωsidereal vs. ψ 関係を図 1(b)に示す。これを良く用いられる解析
式 ωsidereal (deg day−1) = A + B sin2 ψ + C sin4 ψ でフィットさせるべく最小自乗法で係































ωsidereal = 14.03 - 1.84 sin







[2] Takeda, Y., Ueno, S.: 2011, Solar Phys., 270, 447.
（竹田洋一（国立天文台）、上野悟（飛騨天文台） 記 2010年度年次報告より）
3.3.23 太陽スペクトルを用いたNLTE補正因子の決定に向けた観測
1.近赤外域 C I 1.07µm線の重要性
金属欠乏星 (それも特に [Fe/H] < −2の超金属欠乏星)は多様な炭素過剰星の存在など
もあり特に炭素の組成を正確に決定することはきわめて重要である。これまでこの種の





いに有用であることをすばる望遠鏡 IRCSで得られた 45個の星 (−3.7 < [Fe/H] < +0.3)
の zJバンドスペクトルの解析から示した (Takeda & Takada-Hidai 2013, PASJ in press,







そこで、太陽面上の異なる µ ( = cos θ )の点では形成層が異なることを利用して、複
数観測点における線強度 (輪郭)データをパラメータ (衝突断面積の古典値に対する補正因
子 k)を色々変えた理論計算と比較することで kの経験的な情報を得るために 2012年 7月
にDST 水平分光器を用いて観測を行った。つまり太陽面子午線上の静穏領域の各点にお
いて ∆r = R/20の間隔で周縁から中心までスキャンして x = sin θが 0.00, 0.05, 0.10, ...,
0.95, 1.00の 21個の各点におけるスペクトルを得た。波長範囲は約 32 A˚で波長分解能は
R ∼ 60000である。
3. 太陽スペクトルアトラスとの比較で明らかになったこと
公開されている広い波長範囲の太陽スペクトルとしてはBrault & Neckel (1987)のNSO










ディスク中心のC I 10683 A˚線の等価幅 (分解能に依存しない)を測定した結果は、それ




クトルは若干強度が弱くなっている (図 2a)。ちなみにディスク中心におけるOI 7771.94
線の等価幅を測定したところDSTスペクトルからの値は 69 mA˚、Brault & Neckel (1987)
のスペクトルアトラスからの値は 78 mA˚であった。従って波長が長くなって 1 µm以上
の近赤外域に入るほど食い違いが増大すると言って良いであろう。
4. 今後の課題







(竹田洋一 (国立天文台)、上野悟 (飛騨天文台) 記 2012年度年次報告より)
3.3.24 中性炭素線の太陽面中心–周縁強度変化と中性水素衝突係数の推定
最近竹田らがすばる望遠鏡の IRCSを用いて行った近赤外の 1.07µmのC I線に基づく







目安程度のものにすぎないので、そこで C(H) ≡ kHC(H)classicalと書いてこの補正因子
で対応するのが一般的であり、結局 kHの値を知ることが本質的になる。([1]においては
kH = 1を用いた。) そこで我々は太陽を用いる経験的なアプローチでこの問題に取り組
むことにした。つまり太陽面上の異なる µ (=cosθ)の点では形成層が異なることを利用し
て、複数の µにおける近赤外 1.07µm C I線強度を kHを色々変えた理論計算値と比較し、
kHの値に関する情報を得ることを試みたのである。
観測は 2013年 7月 26日に京都大学飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡の水平分光器を用
いて行った。図 (左)に示すように太陽面上の µの異なる 12点の位置で 1.069 µm領域で





次に各々の線についてATLAS9太陽大気モデル ([3])を基に、kH = 0.1, 1, 10の三通り
の場合でNon-LTE計算を行い、理論的なWth(µ)を計算した。
こうして得られた観測値Wobsと理論値Wthの比較を図 (右)に示す (なおLTEは kH =∞
に対応するがこの場合も参考のために図示している)。この図からは (ちらばりがあるので
kHの値を特定することは難しいが) 「古典的な取り扱いの kH = 1 で特に悪くない」こ





[1] Takeda & Takada-Hidai 2013, PASJ, 65, 65
[2] ftp.hs.uni-hamburg.de/pub/outgoing/FTS-Atlas
[3] Kurucz 1993, Kurucz CD-ROM No.13
[4] Takeda & UeNo 2014, PASJ, 66, 32
(竹田洋一 (国立天文台) 記 2013年度年次報告より)
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月 29日 11時 37分 14.67秒 (世界時)にHETE-2衛星に検出され、その 0.051日後に世界中
に広報されたGRB030329は、すぐに可視光で 12等もの明るさの新天体と同定され、京都
大学を中心とした世界的ネットワークで追跡観測がなされた (Uemura et al. 2003, 2004)。
図 1: ガンマ線バースト発生から (a)1.27時間後、(b)3.37時間後、(c)8.18時間後、(d)28.65









図2: ガンマ線バースト発生から0.053日 (1.27時間)後から10日後までの光度曲線 (Uemura
et al. 2003の図 1を改編)。左図は全体の光度曲線と時間のべき乗則でフィット (べきは-
1.115)した線 (点線)を表している。右図は実際の光度曲線からべき乗則の線を引いた残差。










Uemura et al. 2003, Nature 423, 843. (被引用件数 17位、p.40新聞記事)
Uemura et al. 2004, PASJ 56, S77.
(野上大作 記)
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